
 

【環境】7) 岩尾内ダム下流で濁りが長期化し、生態系が貧弱になっており、サンルダム下流

の水質悪化等を検討すべき。 

サンルダムの集水域の地質は細粒化されにくい火成岩類が多く分布するため、水が濁りにくい

傾向にあります。同様の地質条件である岩尾内ダムにおいても通常の出水では濁りの発生やその

長期化の問題は発生していません。 

大規模な出水があった場合、ダム湖内の濁度が高い状態になることも考えられますが、このよ

うな状態に対応するため、サンルダムでは、図-1 に示すように、選択取水設備など、適切な対

策を実施します。 

なお、平成 7年度に実施した環境影響評価では、富栄養化の予測手法として、ダムの貯水池や

淡水の自然湖沼において一般的に用いられる予測手法である Vollenweider モデルを適用してい

ます。サンル川は上流域からのリンの流出による負荷が小さく、富栄養化現象が発生する可能性

は低いと予測しています。また、近隣で同様の地質条件であり、ダム湖内のリン濃度が低い岩尾

内ダムでは、アオコの発生は認められず、富栄養化による水質の問題も発生していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2          図-3 

 

 

 

治水

48-1348-13
ダム湖の水質についてダム湖の水質について①①

● ダム湖の濁りの発生原因となる集水域の地質について、サンルダム及び岩尾内ダムでは
細粒化されにくい火成岩類が多く分布するため、土砂流出の可能性は低く、水が濁りに
くい傾向にあります。

火成岩類

出典：シームレス地質図データベース(20万分の1 日本数値地質図)
産業技術総合研究所地質調査総合センター

H13～H14　放牧地橋（サンル川サンルダム直下）ＳＳ(㎎/L)
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H13～H14　岩尾内ダムＳＳ(㎎/L)
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H13～H14 放牧地橋（サンル川サンルダム直下ＳＳ(㎎/L)

H13～H14 岩尾内ダムＳＳ(㎎/L)

治水

48-1448-14
ダム湖の水質についてダム湖の水質について②②

平成７年度 天塩川水系サンルダム建設事業所環境影
響評価書より（Vollenweiderモデルによる富栄養化予測）
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サンルダム

●サンル川は上流からのリン(P)の流出による負荷が小さい。

リン（Ｐ）　　放牧地橋地点
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単位湛水面積あたりの年間流入負荷量 [P]

[P] = L / ( Hα + 10 )

[P]：湖内の年間平均全リン濃度(mg/l)

L ：単位湖面積あたりの全リン負荷量(g/m2/年)

H ：平均水深(m)

α：年間回転率（年間流入量/貯水容量）

●リンと流量の関係から富栄養化現象の可能性を予測する「ボーレンバイダーモデル」
による予測の結果、富栄養化現象が発生する可能性は低くなっています。

 治水

48-1248-12 ダムからの放流水の適切な温度管理ダムからの放流水の適切な温度管理

● サンルダムの放流施設はダム湖から取水する位置を
変えることができるため、下流に適切な温度の水を
放流することができます。

選択取水のイメージ

上流からの流入水→

下流へ放流

表層から取水 中層から取水 底層から取水




